
データロガーとハンマーを合わせた総重量は約1kg、

ハンマー部の全長は約27cm，ロガーの大きさは約

11cm×17cm×4cmと非常に軽量でコンパクトなの

で、容易に持ち運び可能です。このため、試験者が

移動できればどこでも検査可能です。  

ハンマーによる打撃時の波形データを処理して健全

度を指標化するため、測定精度に個人差が無く、誰

でも簡単に検査が可能です。また、加速度センサー

が内蔵されているため、打撃方向による補正も不要

です。なお、高強度コンクリートの強度測定も可能

です。  

コンクリート打撃後、約1秒で専用のデータロガーの

モニターに測定データの指標値（強度，剥離度，劣

化度）が表示されます。また、同一点で複数回打撃

する場合はその平均値を自動的に計算し表示しま

す。

データロガーには最大約200万回分の測定データと波

形データが記録され、USB接続によりパソコンに取り

込むことができます。このデータをパソコンに取り

込んで処理することで、面的な表示をすることがで

きます。これにより、強度等に問題のあるエリアが

一目でわかります。 
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＜仕 様＞ 

●本  体：108mm×169mm×42mm（突起を含まず）

●ハンマー：380g（突起を含まず） 

●波形測定：サンプリング速度、0.5マイクロ秒、 

      測定時間長2ミリ秒 

●電  源：単三電池4本使用（連続測定時間12時間） 

●ＰＣ接続：パソコンとUSBで接続、USBデバイスとして機能 

●測定データ：最大128×128×128×100個のデータ記録 

●付 属 品：ハンマー（ケーブルを含む）/USBケーブル/ 

      ストラップ/専用収納ケース/電池 
※株式会社アイティエス 製品取扱説明書及びパンフレットより資料転載
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八洲開発株式会社 「コンクリートの健全度を非破壊で測定・診断 コンクリートテス

ター」について、ご質問等ございましたらお気軽にお問い合せ

下さい。 

ヤシマ カイハツ 

◆測定記録例◆ 
＜波形パターン＞ 

＜エリアモード解析結果事例 ＞ 

●健全波形 

  波形のピークが高く、立ち上がりが短い 

   ＝ 剛性が高い ＝ 強度がある 

●表面劣化 

  波形のピークが低く、立ち上がりが長い 

   ＝ 表面の剛性が低い ＝ 表面の強度が落ちている 

●剥離波形 

  波形のピークが低く、立ち下がりが長い 

  ＝ 内部の剛性が低い ＝ 内部の強度が落ちている 

●重度剥離 

  複数のピークができる ＝ 複数の剛体がある 

  ＝ 骨材剥離の疑いがある  

＜測定表示画面＞ 

サイト番号
強度指標値の平均値

記録済みの測定データ数

座標値
強度指標値
表面劣化指標値
剥離指標値 

健全波形 表面劣化 

剥離波形 重度剥離 


